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▼皆さんの参加をお願いいたします。事務局へご連絡を。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ トゲソの会は、毎年市内小学校６校で４年生を中心に総合的学習の支援をしています。今年は

5 月 22 日の村松小学校を皮切りに 7 月 10 日の東小学校まで 27 回の学校支援を行いました。 

総合学習では 1 回目トゲソと水の学習、2 回目土堀の生息地見学、3 回目水の循環と COD 調

べ、4 回目は学校に近い川の生き物調べなどを行っています。 

５月 30 日、村松小学校さんがトゲソの里へ来てくれました（写真）。今年トゲソの里で行った「ザ

リガニ」駆除は５小学校で 302匹でした。昨年の 899匹から比べると随分と減りました。皆さんのお

陰です。 

 

小学校名 学習した日 回数 

五泉小学校 5/23・6/13Ｗ・6/20Ｗ・6/27 ６回 

五泉川東小学校 5/29・6/15・6/26 ３回 

五泉東小学校 5/25・6/7・6/21・7/10 ４回 

五泉村松小学校 5/22・5/30・6/6 ３回 

五泉愛宕小学校 5/25・6/1・6/12・6/29 ４回 

五泉南小学校 5/24・5/31・6/8Ｗ・6/14Ｗ・7/6 ７回 

計（6校） 5月22日～7月10日 27回 

（※Ｗとは同日に 2 回に分けて支援したもの） 

 

２０１８年９月 

ＮＰＯ法人 

五泉トゲソの会 
 

5月～8月 

■ ９月３０日(日) 9時半～15時頃まで 

「生涯学習フェスティバル」に出展 

場所:五泉市総合会館中ホール 

 

 9/14-東小 5 回目 
9/19-南小水路清掃 
9/20-村松小滝谷川 
9/3-南小トゲソ調査 
9/4-村松小 5回目 
※見学・支援者募集 

 9/14-東小 5 回目 
9/19-南小水路清掃 
9/20-村松小滝谷川 
9/3-南小トゲソ調査 
9/4-村松小 5回目 
※見学・支援者募集 

 9/14-東小 5 回目 
9/19-南小水路清掃 
9/20-村松小滝谷川 
9/3-南小トゲソ調査 
9/4-村松小 5回目 
※見学・支援者募集 

■ まだ続く総合学習の支援（予定） 

 

9/14-東小 5回目 
9/19-南小水路清掃 
9/20-村松小滝谷川 
10/3-南小トゲソ調査 
10/4-村松小5回目 
※見学・支援者募集  

今後の活動予定 

 

トゲソの会水槽展示 

バネルの展示他 

しそ南蛮販売あり 

 

▲ トゲソの里(村松小 5/30)   

▲ 履いて泥上げに挑戦 

 1、総合学習の支援実績。児童がザリガニ駆除の手伝い。（５月～７月）   

■ １０月２1日（日） 9時～16時頃まで 

18回目トゲソの生息数調査  

■ 場所: 土堀倉庫前集合

 

【お知らせ】 秋が近づいて参りました。11

月より順次「菊梅干し」 「しそ南蛮」「新米」

「サトイモ」の販売をい 

たします。 

※若干送付が遅れるか 

もしれませんがご承知 

願います。 

お昼がでます。胴長

手網がある方はご持

参ねがいます。  
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◆ 山形県遊佐町のイバラトミヨの学習を見学してきました。これは「こしじ水と緑の会」の助成でＥ

ＳＤ研修の一環として見学に行ったものです。 

 遊佐小学校のビオトープは驚くほど水量が多く、広い池と水路の空間でした。イバラトミヨの魚影

があちらこちらに見られました。 

その後、遊佐小 3 年生と行っている総合学習支援のザコ 

捕り学習を見学してきました。イバラトミヨの生息水路は学 

校脇にあります。歓声を上げて捕獲に泥まみれとなってい 

ました。ここだけにしかできない特別授業で、都会では決し 

てできない学習でした。 

学習はウキゴリとスミウキゴリの違いなど、大学生並みの 

勉強でした。 

 なお、校長先生にお会いして低温管理している校内水槽を 

拝見しイバラトミヨとホトケドジョウなどを見て来ました。  

◎山形県天童市の生息地を訪問 

 翌日、天童市と東根市の雄物型と呼ばれるトミヨ属魚類  

の生息地を見学してきました。 

天童市高木地区の生息地です。この生息地のトミヨは山 

形県の天然記念物に指定されています。保存会の方々は、 

会員の高齢化などにより、かなり保護活動が厳しくなってい 

るそうです。 

 研究者の DNA 分析によりば、山形県や秋田県のトミヨは、 

日本で絶滅したと考えられてきたミナミトミヨの系統ではない 

か、との発表があります。 

 ミナミトミヨのような絶滅を避けるには、行政を含め早急に 

保全対策を行う必要があるのでないでしょうか。案内は山形 

県天童在住の会員の方からしていただきました。 

【写真右上から/水路での生き物探し／校庭のビオトープ／天童市高木地区生息地 】 

 

                           ６月末に、新潟市の子どもたちが坂田家に1泊に来まし

た。これは福島会津若松市のNPO法人が計画した「自遊

学キャンプｉｎにいがた」というものでした。 

土曜日の午前中に親に送られてきました。初めての所

で少し不安だったと思います。さっそくスタッフと大学生の

ボランティアに迎えられ友達づくりをしていました。 

 翌日、子どもたちの様子を聞いたら「ホタルを捕まえて嬉

しかった」「ザリガニ捕りをして面白かった」など、満足した

様子が伺えました。トランプゲームや、木をナイフで削るな

ど一生懸命に取り組んでいました。子どもは迎えにきた保

護者に、誇らしげに泊りを話しているのが印象的でした。 

９月、10月と引き続いて開催されます。これからのキャンプも楽しく学んでいってもらいたいものです。 

 

 ２、山形県遊佐町・天童市へＥＳＤ研修で訪問する（６月２３日、２４日）   

 

 

 ３、福島県ＮＰＯが坂田家でキャンプを実施。（６月３１日～７月１日）  

 

▲坂田家 ゲームで遊ぶ子どもたち 
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猿和田地区トゲソ生息水路の江浚い作業が今年も行われました。地元の川東中学校と加茂農林 

高校の生徒さんが手伝ってくれました。遠いところから、ありがとうございました。この活動は５年連続

で支援を頂いています。                      

 ７月１４日は、ジリジリするような暑い天候でした。生徒さ

んと先生からは、短時間でしたが湧水がでるよう水路の泥

を掘っていただきました。 

猿和田水路は、今年の春にコンクリート水路にする工

事計画がありました。コンクリート水路化は土地改良区と

協議して、何とか脇に回避してもらいました。 

その環境の変化があり、トゲソの生息状況が心配され

ていました。泥さらいの前に簡単な水温計測や調査を行

いました。幸い春に産まれたトゲソ稚魚が 100 匹近く確

認することができました。 

これで、今年の生息は大丈夫であると思われます。終

了後は、坂田家において簡単な昼食とトゲソの学習をい

たしました。皆さん、お疲れさまでした。 

活動の様子は新潟日報さんの記事に取り上げていた

だきました。トゲソの生息地は徐々に悪化しています。 

地元の中学生が地域の宝としてトゲソを保護してくれる

ことは大変ありがいことです。今後とも、このような支援が

広がってくれることを願っています。 

 

 ◆ トゲソの会の活動を新潟県のシニアカレッジで紹介し 

ました。 

昨年までは高齢者大学と言われていました。今年から 

はシニアカレッジと名前を改めました。県から委託を受けた 

社会福祉協議会が主催して、新しく生きがいを見つけよう 

とする皆さんに既存の団体を紹介しています。 

この講座は新潟市ユニゾンプラザで開かれ、2日間、９団 

体が活動を紹介しました。 

出席者は関心がある各団体ブースを３回訪問して、どん

な活動をしているかを聞きます。トゲソの会には10人ほどの 

方が来られ活動を聞いていただきました。生物多様性など

の環境活動参加に繋がれば幸いです。 

 

今年も新潟市北区にある豊栄児童センターさんが早出川の川遊びに来てくれました。８月６日

に約 40 名の小学生と保護者、職員スタッフの皆さんがバスで来られました。 

この日は、朝方に雷雨があり実施できるか心配していました。それでも、天候が回復し、何とか

川遊びを体験することができました。 

 
▲ 胴長靴を履いて泥上げに挑戦 

５、シニアカレッジに参加、トゲソの活動を紹介（７月１９日、２０日）  

 

 ４、中学生・高校生の支援で猿和田江ざらい作業実施。（７月１４日）  

 

▲ スタッフからの説明を聞く皆様 

▲  

 ６、豊栄児童館と川遊びを楽しみました。（８月６月） 
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川は雨が降らず、連年なく水位が下がって川流れなどは体験できませんでした。それでもカジカ

捕りなどをして楽しみました。 

昼食は昨年同様、みんなでカレーライスを作りいただきました。子どもたちは、滅多に経験できな

いカヤックの試乗や川遊びを十分楽しんでもらえたようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 新潟市根岸地区保全会や白根郷土地改良区などが主 

催する「夏休み体験・水路でのお魚調査」がありました。 

トゲソの会では毎年 2 名で支援させていただいています。 

調査は普段入れないコンクリート水路の水を抜き、魚など 

の生き物調査を行うものです。 

今年は、地元の根岸小学校から 10 名ほどの子共たちが 

参加しました。指導者からは、捕れた魚の説明がありました。 

カネヒラや、コイ・ニゴイなど 10 種の魚が確認されました。 

併せてドブガイ、イシガイの見分け方を説明しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         

 

             

★9 月 7 日～8 日  ２回目坂田家「自遊学キャンプｉｎにいがた」 １０時から 

★9 月 14 日（金） 東小学校支援  浄化実験と「こども環境白書」のお話し 10 時より 

★9 月 30 日（日） 生涯学習フェスティバル展示  五泉市総合会館中ホール 9 時半～            

今後の行事予定 

 

 ７、南区根岸地区で夏休み「水路のお魚調査」を応援 （８月２３日）   

 

 

◎トゲソの新米（10月下旬）サトイモ（11月中旬）を販売します

。 

▲魚の捕獲後、名前と特徴を説明 

▲ 

カ
ジ
カ
捕
り
カ
ヤ
ッ
ク
乗

り
と
楽
し
み
ま
し
た
。 

 

 

 

 

🔷感謝！感謝！思わぬ援軍が来てくれまし 

た。安田町の元気な「ほがらかサロン」の皆 

様。研修の帰りに坂田家を訪問。そのお礼も

いただいたのですが、またカンパを届けてく 

れました。ご縁の「五円玉」がどっさり届きま 

した。長年貯めた5円玉が312枚もありました。 

 ■ 特定非営利活動法人 五泉トゲソの会  理事長 中村吉則 

       自宅 956-0862    新潟市秋葉区新町2丁目8-10-1  

       電話・FAX 0250-22-0271  メール：togeso@beige.plala.or.jp  

■ 事務所 959-1643 五泉市土堀295 スタッフ月・金午後に在勤 ※６月より変更 

           電話・FAX 0250-47-4440  メール togeso@jewel.ocn.ne.jp 

         ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.geocities.jp/gosentogeso/index.htm 

ﾌｪｲｽﾌﾞｯｸ https://www.facebook.com/togeso   

     

http://www.geocities.jp/gosentogeso/index.htm

